
昼間部 1年
講義
28.8時間
24コマ

回数

1 Unit 1 Travel 

2 Unit 2 Jobs and peple-1　観光業界に関連する職業の学習　

3 Unit 2 Jobs and people-2/Unit 1 Travel (Brochure reading)  新語彙の習得

4 Unit 3 Getting on the plane  空港におけるチェックインから搭乗まで

5 Unit 4 Immigration 出入国管理官の役割、入国審査時に行われる英語表現・会話練習

6 Unit 4 Customs/Unit 5　Airport Orientation 税関審査官の役割、空港内設備について

7 Unit 6 accommodations　宿泊施設の種類・特徴及びチェックインに関する表現・語彙を学ぶ。

8 Unit 6 accommodations　チェックイン他の会話を学び理解する

9 Unit 7 Restaurants　レストラン、朝食の種類、オーダーの取り方などを学ぶ

10 Unit 7 Restaurants　レストラン、朝食・お客対応の取り方などを学ぶ

11 Review　前期試験にむけての復習

12 前期試験

13 過去問題演習①reading　過去問題を解く　＊過去問冊子を配布

14 Unit 8 sightseeing　観光時のさまざまなシチュエーションにおける会話を学ぶ

15 Unit 8 sightseeing　両替時の語彙、会話を学ぶ

16 Review①　unit1-unit8　復習　＆　Special unit seasaonal activity

17 Unit 9 shopping　買い物時の会話や表現を学ぶ

18 Unit 9 shopping(reading)　買い物について文章読解

19 Unit 10 treansportations 交通手段についての表現を学ぶ

20 英文履歴書　就職活動にむけ、英文履歴書の書き方を学ぶ

21 英語面接練習１　就職活動に向け、英語面接対策を行う

22 英語面接練習２ 英語面接シュミレーション練習

23 Review② 後期試験に向けての総復習

24 後期試験

前後期各1回

試験期間に設定し、形式は文書試験とする。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

Message for students 本教科の本来かつ最大の目標は観光英語検定3級の取得ですが、学習内容は実際の旅行において役立つものばかりです。1年生の皆さん
が実際海外に出たときに学習したことが生かせるようになるべく実際の場面を想定した練習をしていきますので、資格試験対策という意識だ
けでなく、ぜひ今後の生活に役立つ知識の習得だと思って積極的に授業に臨んでください。

成 績 評 価 方 法

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
英語講読１

Reference book
観光英語検定　過去問題

How to proceed class

観光の場面において実際に使われる表現を学習します。

試験の実施方法

教 科 書 『English FOR TOURISM Basic』全国語学ビジネス観光教育協会

Lesson contents
内容

経 歴

■授業・科目情報

学 習 目 標 観光英検３級取得を目標とします。空港での出入国審査、ホテル・レストラン内施設、ショッピング、交通機関、旅のトラブル
の対処方法など海外旅行時に必要な英語を学ぶことにより、試験対策のためのみならず、実際に海外研修旅行に備え旅の
基礎知識を学びます。

1単位 年 間 授 業 時 間 数

担 当 教 員 名 Lain 実務経験なし

科 目 区 分 語学科目

授 業 科 目 名 観光英語 1（英） 英 文 授 業 科 目 名 Tourism English I
年 度 ２０２３年度 年 次 英語専攻科

授 業 コ マ 数

開 講 学 期 通年 授 業 の 方 法

単 位 数

授 業 概 要（シラバス）　

■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 FL１０１ 分 類 演習科目


